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今年3月、インドネシア・ジャカルタにあるライデ
ン大学図書館の現地事務所であるKITLV-Jakartaを訪
問した。KITLV-Jakartaはもともとオランダ王立言語
地理民族学研究所（Koninklijk Instituut voor Taal-, 
Land- en Volkenkunde：KITLV）の一部だったが、
2014年の組織改編にともない所蔵資料とともにライデ
ン大学図書館へ移管された。現在では同大学図書館に
おける現地資料の収集拠点としての役割を担っている。
ライデン大学は歴史的背景などからヨーロッパにおけ
るインドネシア研究の中心地である。インドネシアを
はじめとするアジア資料に特化したアジア図書館の建
設など、現在もインドネシア資料のさらなる収集・提
供に精力的に取り組んでいる。以下では、KITLV-
Jakarta訪問の折に紹介いただいた収集活動について
述べたい。

KITLV-Jakartaは南ジャカルタにあるオランダ大使
館の敷地内にある。事務所の人員は、1名のオランダ
人職員の方以外は全員インドネシア人スタッフ（8名）
で構成されている。現地スタッフの多くはインドネシ
ア各地の大学で図書館学や情報学などを専攻していた
方々である。

ここでの業務のお
おまかな流れは、イ
ンドネシア各地での
資料収集、整理、そ
してライデン大学図
書館への発送である。
収集する資料は、図
書、雑誌、新聞、統
計資料などのほか、
特に重視しているの
が中央・地方政府や
NGOなどが発行する
報告書類、いわゆる

灰色文献と呼ば
れるものだ。こ
れらの資料は当
然、一般書店で
は入手が困難な
ため、中央・地
方を含めた各政
府機関などにイ
ンドネシア人ス
タッフが直接赴
き、資料の入手
を交渉する。一
度入手先機関と
安定した関係を構築すると、先方から定期的に資料を
送付してくれる場合もあるとのこと。このほか、ジャ
カルタのみならずインドネシア各地で開催されるブッ
クフェアには必ず足を運び、地方の書店や出版社との
コネクション作りも欠かさない。

さらに、資料収集で欠かせないのが現地の行商人の
存在であることをおしえてくれた。彼らは各々独自の
入手ルートを持っており、灰色文献を含めた一般書店
では売られていない、学術研究にとって非常に貴重な
資料を卸してくれるという。KITLV-Jakartaでは10人
程度の行商人とすでに売買ネットワークを築いており、
定期的に購入リストを提示し、資料を購入している。
しかしながら、行商人からの買い取り価格は彼ら同業
者間で相場が決まっているようで、KITLV-Jakarta側
からは交渉できないという事情も説明してくれた。ま
た、KITLV-Jakarta以外にもオーストラリア国立図書
館などジャカルタに収集拠点を置く欧米の図書館はい
くつかあり、それらの機関と購入リストを共有して収
集資料の棲み分けを行っているという。

こうして収集された資料はKITLV-Jakartaである程
度書誌を作成し、その後資料本体をオランダのライデ
ン大学図書館に発送する。

以上、KITLV-Jakartaにおける現地拠点の強みを活か
した資料収集について紹介した。不定期に現地へ赴き
資料収集にあたるアジ研のライブラリアンとして、今
後どのような収集計画を組み立てるべきか、再考する
貴重な機会となった。お忙しいなかあたたかく迎えて
くださったKITLV-Jakartaの皆様に感謝いたします。

（とさ　みなみ／アジア経済研究所　図書館）

現地収集 を知る
―K I T L V - J a k a r t a を

訪 問 し て―

⼟ 佐 美 菜 実

40 アジ研ワールド・トレンド No.264（2017. 10）

各行商人の名前が書かれたボックス。届いた資料が送
り主の行商人ごとに仕分けられる

収集資料の中にあった2014年大統領選挙
時の候補者ステッカー




